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 撮像に用いた MRI は、2T 希土類永久磁石 NEOMAX を搭載したコンパクト MRI（NEOMAX 社製）で、RF コイ
ルは直径 30 mm である。さらに、実験に用いた試料用金属は、非磁性金銀パラジウム合金、タイプⅣ金合金、およ
びコバルトクロム磁性合金である。 
 実験１：指に装着した金属リングによるアーチファクトの検討 




 直径 13 mm 高さ 15 mm のアクリル製の円柱容器に動物性（ブタ）の中性脂肪を流し込んだ試料を作り、各金属製
のリング（外径 15 mm、内径 13 mm、幅 1 mm と 3 mm）とリングの一ケ所をスリット状に切断したものを作製し、
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 実験１：指輪装着前の人差し指の MR 画像では、筋肉および脂肪の像がみられアーチファクトは認められなかった
が、タイプⅣ金合金の指輪を装着した場合、2 mm の指輪の幅を上回る領域において像の消失が認められた。しかし、
スリットを入れた指輪を装着したところアーチファクトは消滅した。 
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 






 以上の結果より、この知見は MRI のアーチファクトの低減にも有用であると考えられ、本研究は博士（歯学）の
学位授与に値するものと認める。 
